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た
と
え
ば
口
コ
ミ
と
い
う
手
段
の
提
供
は
、
通
信
情
報
文
化
が

支
配
し
て
い
る
現
在
で
も
、
も
っ
と
も
充
実
さ
せ
幸
福
を
い
ざ

な
う
も
の
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
世
田
谷
道
場
の
番
頭
役
で
あ

る
成
田
さ
ん
は
、
こ
う
し
た
方
法
で
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
を
連
れ

て
来
て
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
ゲ
ス
ト
様
が
今
期
あ
り
ま
し
た
の

で
ご
報
告
し
ま
す
。
写
真
掲
示
も
当
人
許
可
済
み
な
の
で
掲
載

に
至
り
ま
す
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
よ
う
こ
そ
、
護
身
武

道
世
田
谷
カ
フ
ェ
へ
。
 

 

城
北
道
場
 
中
武
師
範
 
及
川
師
範

 
舘
 

長

 
 

場
所
 
荒
川
区
東
尾
久
２
・
４
３
・
９

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

赤
土
小
学
校
体
育
館
 
３
Ｆ

 

練
習
日
時
 
毎
週
土
曜
日
１
２
：
０
０
～
１
５
：
０
０

 

平
成
二
十
六
年
度
 
第
四
・
四
半
期
 

青
少
年
育
成
指
導
相
談
室
（
事
務
局
報
告
）
 

 
個
別
相
談
 
 
 
１
件
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
登
校
拒
否
 
０
件
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
い
じ
め
 
 
０
件
 

 
①
登
校
前
に
、
体
調
が
悪
く
な
る
。
 

 
②
友
達
が
出
来
な
い
。
 

 
③
継
続
的
に
、
暴
力
を
受
け
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
そ
の
他
 
 
１
件
 

 
Ｈ
Ｐ
相
談
件
数
 
 
０
件
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
二
十
六
年
度
 
第
四
・
四
半
期
 

N
P
O
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
 
理
事
会
 

第
四
十
七
回
理
事
会
 

 
日
時
 
平
成
２
７
年
３
月
１
５
日
（
日
）
 

 
 
 
 
１
０
：
３
０
～
１
３
：
３
０
 

 
場
所
 
 
台
東
区
東
上
野
６
・
１
６
・
８
 

 
 
 
社
会
教
育
館
セ
ン
タ
ー
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
コ
ミ
ュ
ニ
エ
テ
ィ
ー
室
 

 
審
議
事
項
 

一
護
身
武
道
演
武
会
 
評
価
・
反
省
 
確
認
の
件
 

二
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ー
祭
 
評
価
・
反
省
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
確
認
の
件
 

三
平
成
２
７
年
度
実
行
委
員
長
選
出
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
確
認
の
件
 

四
支
部
開
設
、
宣
伝
活
動
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
確
認
の
件
 

五
休
会
及
び
役
員
未
連
絡
者
措
置
 

 
 
決
定
措
置
通
知
 
 
確
認
事
項
 

六
そ
の
他
 
 
 
 
 
 
確
認
事
項
 
 
 
 

平
成
二
十
六
年
度
 
第
四
・
四
半
期
 

護
身
武
道
武
道
研
究
会
 

 
 
 
〈
ス
キ
ル
向
上
へ
の
取
り
組
み
・
研
究
機
関
〉
 

※
気
合
せ
・
理
論
構
成
（
資
料
作
成
）
 

 【
縦
迎
え
】
 
接
触
面
の
静
止
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅰ
 
両
手
縦
迎
え
；
気
合
せ
落
し
；
【
気
合
せ
投
げ
】
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
抑
え
込
み
；
気
合
せ
落
し
投
げ

 

Ⅱ
 
片
手
逆
縦
迎
え
；
気
合
せ
 
背
越
【
投
げ
】
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ⅲ
 
片
手
逆
縦
迎
え
；
【
気
合
せ
投
げ
】
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

Ⅳ
 
片
手
順
縦
迎
え
；
気
合
せ
 
腕
か
ら
み
【
投
げ
】
 
 
 
 
 
 
 

 

Ⅴ
 
片
手
順
縦
迎
え
；
気
合
せ
落
し
；
【
気
合
せ
投
げ
】
 
 
 
 
 
 

 

Ⅵ
 
双
手
縦
迎
え
；
気
合
せ
落
し
；
【
気
合
せ
投
げ
】
 
 
 
 
 
 
 

 

Ⅶ
 
二
人
縦
迎
え
；
 
気
合
せ
落
し
；
【
気
合
せ
投
げ
】
 
 

 

 
 
 
 

【
横
迎
え
】
 

⑧
 
片
手
逆
手
横
迎
え
；
気
合
せ
上
げ
；

 
【
四
方
投
げ
】
 
 
 
 
 
 

⑨
 
片
手
逆
手
横
迎
え
；
気
合
せ
上
げ
；
【
気
合
せ
投
げ
】
 
 

 
 
 
 

⑩
 
片
手
順
手
横
迎
え
；
気
合
せ
上
げ
；
【
気
合
せ
投
げ
】
 
 

 
 
 
 

⑪
 
双
手
横
迎
え
；
気
合
せ

 

小
手
か
ら
み
返
し
【
投
げ
】
 
 
 
 
 
 

⑫
 
双
手
横
迎
え
；
気
合
せ
上
げ
；
【
気
合
せ
投
げ
】
 
 
 

 

 
 
 
 

⑬
 
両
手
横
押
え
込
み
迎
え
；
手
首
返
し
【
三
里
引
き
投
げ
】
 
 

 

 
 

⑭
 
両
手
横
迎
え
；
気
合
せ
上
げ
；
【
気
合
せ
投
げ
】
 

 

 

 

 

 

 

⑮
 
両
手
横
；
仕
掛
け
【
気
合
せ
投
げ
】
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑯
 
二
人
横
迎
え
；
【
気
合
せ
投
げ
】
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平
成
二
十
六
年
度
 
第
四
・
四
半
期
 

N

P

O

法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
 
事
務
局

 

一
派
遣
事
業
 

 

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ー
祭
（
参
加
者
８
名
）
 

 
２
月
８
日
（
日
）
１
２
：
３
８
～
１
２
：
５
１

 

 
場
所
・
台
東
区
浅
草
１
・
３
８
・
６

 

 
 
 
 
台
東
区
立
浅
草
公
会
堂

 

 
※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
２
、
３
面
掲
載
 
 
 

 

平
成
二
十
七
年
度
 

 

 
平
成
二
十
七
年

 

 
五
月
 
十
七
日
（
日
）
 
研
修
会
・
理
事
会

 

 
八
月
一
日
（
土
）～
二
日
（
日
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
特
別
合
同
練
習
会
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
特
別
合
同
研
修
会

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
理
事
会
 

 

 
九
月
 
二
十
日
（
日
）
 
研
修
会
・
理
事
会

 

 
九
月
二
十
三
日
（
水
）
 
他
武
道
参
戦

 

 
十
一
月
二
十
二
日
（
日
）
研
修
会
・
理
事
会

 

平
成
二
十
八
年

 

 
一
月
 
 
十
日(

日
）
 
護
身
武
道
演
武
会

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研
修
会
・
理
事
会

 

 
三
月
 
二
十
日
（
日
）
 
研
修
会
・
理
事
会

 

 
 
 
 
道
場
だ
よ
り
 

平
成
二
十
六
年
度
 
第
四
・
四
半
期
 

護
身
武
道
研
修
セ
ン
タ
ー
 

 
 
 
〈
身
技
体
の
向
上
、
訓
練
、
確
認
機
関
〉
 

 
第
五
十
五
回
指
導
者
研
修
会

 

 
日
時
 
平
成
２
７
年
３
月
１
５
日
（
日
）
 

 
 
 
 
１
４
：
０
０
～
１
７
：
０
０
 

 
場
所
 
 
台
東
区
東
上
野
６
・
１
６
・
８
 

 
 
 
社
会
教
育
館
セ
ン
タ
ー
 
三
階
 
会
議
室
 

 
研
修
内
容

 

 

・
有
段
科
目
確
認

 

 
・
出
席
者
有
段
科
目
練
習

 

 
・
護
身
武
道
・
気
合
せ
解
説
、
実
践

 

 
・
そ
の
他

 

※
二
か
月
に
一
回
の
指
導
者
の
た
め
の
研
修
で
す
。
各
道
場
の

助
手
補
、
助
手
、
支
部
指
導
員
、
本
部
指
導
員
の
参
加
を
歓
迎
し

ま
す
。
科
目
以
外
の
、
護
身
武
道
ら
し
さ
が
再
発
見
で
き
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
 

   
 

 

 
上
野
道
場
 
 
 
 
 
 
瀧
井
師
範
 

場
所
 
台
東
区
東
上
野
６
の
１
６
の
８
 
上
野
小
学
校
体
育
館
 

練
習
日
時
 
毎
週
月
曜
日
１
９
：
０
０
～
２
０
：
１
０
 

 
上
野
道
場
の
仲
間
の
皆
さ
ん
も
進
学
、
進
級
し
元
気
に
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。
 

３
月
に
は
５
級
に
林
晃
一
君
が
昇
級
し
ま
し
た
。
 

林
君
は
い
ろ
い
ろ
習
い
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
 

ど
れ
も
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
中
学
に
 

入
り
慣
れ
な
い
う
ち
は
大
変
で
し
ょ
う
が
護
 

身
武
道
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

 
大
関
達
也
君
、
根
本
拓
君
は
、
６
年
生
に
 

な
り
ま
し
た
。
二
人
共
上
達
し
て
き
て
、
 

驚
か
さ
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
 

黒
帯
取
る
ま
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
 

す
。
 

護
身
武
道
を
学
ん
で
い
る
 

こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、
練
 

習
に
励
ん
で
ほ
し
い
と
 

思
い
ま
す
。
 

本
部
道
場
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
舘
 
長

 

場
所
 
台
東
区
東
上
野
６
の
１
６
の
８
上
野
小
学
校
体
育
館

 

練
習
日
時
 
毎
週
月
曜
日
１
９
：
０
０
～
２
１
：
０
０

 

 
３
月
４
月
期
、
公
共
施
設
利
用
の
こ
の
時
期
は
、
使
用
が
で
き

な
か
っ
た
り
、
他
の
施
設
を
利
用
し
て
い
か
な
け
れ
な
ら
な
い

状
況
が
続
き
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
大
変
ご
不
便
を
お
か
け

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
伝
え
る
べ
き
技
は
、
他
の
武
道
に
勝
る
と

も
劣
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
、
ま
た
、
技
術
論
、
メ
ン
タ
ル
面
等

を
含
め
、
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
次
の
世

 

代
に
繋
げ
て
い
ま
す
。
日
々
、
奢
る
こ
と

 

な
く
坦
々
と
生
活
し
て
い
く
こ
と
が
大

 

切
な
の
で
す
。
生
き
て
い
る
こ
と
に
感

 

謝
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
明
日
の
た
め

 

に
、
今
日
を
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

新
会
員
予
備
軍
も
、
参
加
し
て
い
ま
す
。
 

 

三
鷹
道
場
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
笠
置
師
範
 

場
所
 
三
鷹
市
北
野
３
の
１
の
５
 
北
野
小
学
校
体
育
館
 

練
習
日
時
 
毎
週
日
曜
日
 
 
９
：
０
０
～
１
２
：
０
０
 

三
鷹
道
場

 

 

 

い
ま
連
盟
で
一
番
安
定
し
て
い
る
道
場
、
そ
れ
が
三
鷹
道
場
で

す
。
 

年
少
部
の
男
の
子
達
の
成
長
を
見
ら
れ
る
の
は
、
私
の
生
き
が

い
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
本
当
に
か
わ
い
い
生
徒
で
す
。
そ

し
て
何
よ
り
安
定
感
の
す
ぐ
れ
た
パ
パ
連
中
の
賛
同
と
協
力
が

あ
る
こ
と
、
こ
れ
が
原
動
力
で
す
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

2

0

代
も
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
ん
で
い
る
よ
う
で
す(

笑)

。

2

0

代
ト
リ
オ
が
や
さ
し
い
の
で
、
年
少
部
も
穏
や
か
な
の
だ

と
思
い
ま
す
。
非
常
に
良
い
構
成
で
す
。
前
回
新
聞
に
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
ウ
チ
の
生
徒
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
下
さ
っ
て
い

る
地
元
の
方
が
い
る
こ
と
に
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
の
意
義
を
感
じ

て
い
ま
す
。
発
表
の
場
に
於
け
る
三
鷹
道
場
は
、
武
道
団
体
や
格

闘
技
団
体
と
し
て
一
見
視
さ
れ
る
と
、
他
人
が
持
つ
イ
メ
ー
ジ

と
は
だ
い
ぶ
雰
囲
気
の
異
な
る
も
の
を
、
良
く
も
悪
く
も
漂
わ

せ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
普
段
お
と
な
し
そ
う
に

見
え
て
い
て
も
、
何
か
の
時
に
は
力
を
発
揮
す
る
能
力
を
備
え

て
い
れ
ば
そ
れ
で
十
分
な
の
で
す
。
も
は
や
こ
れ
だ
け
の
皆
さ

ん
が
集
ま
る
チ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
多
く
を
発
揮

で
き
る
力
が
あ
る
は
ず
で
す
し
、
そ
う
し
た
方
向
に
向
け
て
進

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
一
方
で
、
私
ひ
と
り
の
考
え
で

大
切
な
事
を
動
か
そ
う
と
は
し
ま
せ
ん
。
常
に
多
く
の
言
葉
が

交
わ
せ
る
雰
囲
気
と
、
仲
間
の
考
え
方
を
大
切
に
で
き
る
状
態

を
保
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

                      

袖
ヶ
浦
教
室
 
 
 
 
 
 
 
 
及
川
師
範
 
 

練
習
日
時
 
不
定
期
開
催
 
 
 

連
絡
先
０
９
０
７
２
１
７
５
６
６
１
 

中
武
さ
ん
は
、
今
初
段
の
審
査
に
向
け
て
三
級
～
一
級
ま
で
の

科
目
を
自
分
で
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
復
習
し
て
い
ま
す
。
 

科
目
を
練
習
す
る
度
に
新
し
い
発
見
が
あ
る
よ
う
な
状
況
で
す
。

早
く
初
段
、
弐
段
、
三
段
と
段
位
を
上
げ
て
教
え
な
が
ら
学
ぶ
事

が
一
番
早
く
科
目
が
身
に
つ
く
事
を
実
感
し
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
 
 

世
田
谷
道
場
 
 
 
 
 
 
 
 
 
笠
置
師
範
 

場
所
 
世
田
谷
区
給
田
３
・
１
４
・
７
 
給
田
地
区
会
館
 

練
習
日
時
 
毎
週
日
曜
日
 
 
１
９
：
０
０
～
２
１
：
０
０
 

私
は
日
曜
日
が
一
週
間
の
始
ま
り
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
曜

の
朝
は
、
三
鷹
道
場
で
年
少
部
の
元
気
な
子
達
と
共
に
過
ご
し
、

勇
ま
し
い

2

0

代
そ
れ
に
展
開
の
早
さ
に
安
定
し
た

4

0

歳

代
層
、
夜
は
世
田
谷
で
午
前
の
雰
囲
気
と
は
全
く
異
な
る
大
人

の
時
間
が
あ
り
ま
す
。
本
当
に
恵
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
 

最
近
「
カ
フ
ェ
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
が
、
近
年
は
喫
茶

店
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

 

ア
ク
セ
ス

 

フ
ォ
ー

 

エ
ブ
リ
ワ
ン

 

と
呼
ぶ
の
が
常
識
の
よ
う
で
す
。
な

ま
じ
か
露
骨
に
用
い
る
と
、
く
だ
け
た
言
葉
に
な
り
が
ち
で
す

が
、
開
放
的
で
人
が
集
ま
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
洒
落
た
表
現

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
と
は
言
う
も
の
の
護
身
武
道
カ
フ
ェ
と

露
骨
に
呼
ん
で
も
人
が
た
や
す
く
近
寄
っ
て
く
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
目
的
意
識
が
基
本
で
す
。
し
か
し
無
駄
な
も
の
は

人
の
心
を
豊
か
に
さ
せ
る
力
が
あ
り
ま
す
。
私
が
会
社
員
で

あ
っ
た
時
代
、
当
時
の
社
長
か
ら
武
道
の
よ
う
な
も
の
が
何
歳

ま
で
や
れ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
言
い
方
を
感
じ
る
時
が
あ
り

ま
し
た
。
 

し
か
し
趣
味
や
特
技
と
い
う
も
の
は
、
執
着
し
て
い
る
も
の
を

持
っ
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
他
人
に
は
無
駄
と
思
え
て

も
本
人
の
気
持
ち
が
満
た
さ
れ
て
い
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
と
は

い
え
護
身
武
道
は
、
草
野
球
の
ラ
イ
ト

8

番
要
員
程
度
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
が

4

番
バ
ッ
タ
ー
で
あ
り
、

ま
た
エ
ー
ス
と
し
て
の
力
で
支
え
合
い
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
 

東
葛
道
場
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
長
島
師
範
 

場
所
 
我
孫
子
市
高
野
山
５
３
７
 
我
孫
子
中
学
校
武
道
場
 
 

練
習
日
時
 
毎
週
水
曜
日
１
9
：
０
０
～
2
１
：
０
０
 
 

連
絡
先
０
９
０
８
０
５
７
３
１
０
８
 

東
葛
道
場
の
今
の
道
場
生
が
入
会
し
て
も
う
す
ぐ

2

年
に
な
り

ま
す
。
皆
さ
ん
か
な
り
突
き
や
、
蹴
り
が
、
す
る
ど
く
な
り
、
大

変
上
達
し
ま
し
た
。
着
実
に
、
上
手
く
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在

3

級
合
格
を
、
目
指
し
て
頑
張
っ
て
稽
古
し
て
い
ま
す
。
細
く
て
も

い
い
の
で
、
長
く
続
け
て
い
た
だ
い
て
、
黒
帯
ま
で
取
れ
る
よ
う

頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
思
っ
て
い
ま
す
。
 

東
葛
道
場
は

6

月
で
開
設
、
丸

7

年
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
1

0

年
、
2

0

年
続
く
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

       

ひ
た
ち
な
か
教
室
 
 
 
 
 
 
 
 
平
戸
師
範
 

 
連
絡
先
 
０
９
０
２
７
３
７
０
８
１
２
 
 

 
日
時
 
不
定
期
開
催
 

 
 
 
 

 

東
芝
府
中
教
室

 

 

 
 
 
 
 
 
 
大
関
師
範

 

 
連
絡
先

 

０
９
０
３
８
１
３
５
５
１
０

 

 

日
時
 
 
 
不
定
期
開
催

 

一
法
人
報
告

 

一
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
事
業
報
告
 
千
葉
県
庁
・
四
月
六
日
提
出
予
定

 

 
・
前
事
業
年
度
の
事
業
報
告
書

 

 
・
前
事
業
年
度
の
財
産
目
録

 

 
・
前
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表

 

 
・
前
事
業
年
度
の
収
支
計
算
書

 

 
・
前
事
業
年
度
の
役
員
名
簿

 

 
・
前
事
業
年
度
の
社
員
の
う
ち

1

0

人
以
上
の
氏
名

 

二
そ
の
他
減
免
申
請
予
定

 

 
・
道
府
県
民
税
均
等
割
申
告
書
・
柏
県
税
事
務
所

 

 
・
市
町
村
税
の
均
等
割
申
告
書
・
我
孫
子
市
役
所
課
税
課

 

 

 
 

逆
手
首
横
迎
え
・
・
・
手
首
返
し

 

1

7

 
肘
掛
け
上
げ
落
し
込
み
投
げ
 
 
 
手
首
抱
え
固
め

 

 

 

 

1

8

 
肘
押
え
込
み
引
き
上
げ
腕
か
ら
み
倒
し
投
げ
 
肩
甲
骨
極
め
 
 

1

9

 
下
引
き
投
げ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
腕
か
ら
み
固
め

 

 
 

温
か
い
春
が
来
ま
し
た
。
運
動
す
る
に
は
丁
度
良
い
気
候
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
城
北
道
場
は
、
3

月

1

4

日
～

4

月

4

日
ま
で
は
、
荒
川
区
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て
練
習
し

て
お
り
ま
す
。
4

月

1

1

日
（
土
）
か
ら
は
通
常
通
り
、
赤
土

小
学
校
に
戻
る
予
定
で
す
。
 

城
北
道
場
で
の
活
動
状
況
は
と
言
う
と
、
2

月
に
鈴
木
さ
ん

が
三
級
、
琉
加
君
が
五
級
の
試
験
を
受
け
合
格
し
ま
し
た
。

2

人
共
、
帯
の
色
が
変
わ
り
、
新
し
い
技
を
練
習
し
て
お
り

ま
す
。
級
が
上
が
る
ほ
ど
技
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。
楽
し

く
や
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
中
島
さ
ん
も
研
修
会
に
参
加
し

た
り
以
前
に
も
増
し
て
熱
心
に
練
習
し
て
お
り
ま
す
。
及
川

先
生
ま
た
都
合
が
付
け
ば
道
場
に
来
て
下
さ
い
。
 

最
近
新
し
い
方
が
道
場
へ
体
験
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
舘
長
の

護
身
武
道
の
技
に
、
び
っ
く
り
さ
れ
て
ま
し
た
。
私
も
舘
長
の

技
を
な
る
べ
く
多
く
吸
収
す
る
様
、
日
々
努
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
 

 

 
 

心
の
持
ち
方
と
か
、
各
々
が
考
え
て
参
加
し
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
力
を
合
わ
せ
本
年
度
も
護
身
武

道
を
他
武
道
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
 
 
 
 

 

第
９
回
護
身
武
道
演
武
大
会
実
行
委
員
長
 
中
武

 

護
身
武
道
演
武
会
は
年
初
め
の
行
事
で
す
。
こ
れ
ま
で
一
年

間
の
成
長
を
各
々
で
確
認
で
き
る
事
と
思
い
ま
す
。
反
省
や

喜
び
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
道
場
生
の
方
々
が
の
び
の

び
演
武
を
行
え
る
様
、
又
応
援
に
来
て
下
さ
っ
た
皆
様
に
楽

し
ん
で
貰
え
る
様
、
少
し
ず
つ
で
も
改
善
努
力
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
 

夏
期
合
同
練
習
会
・
研
修
会
実
行
委
員
長

 

笠
置
博
史

 

 

私
達
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
活
躍
す
る
三
本
柱
と
い
う

年
間
行
事
を
大
切
に
し
て
い
る
団
体
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん

が
「
楽
し
さ
」
を
感
じ
て
い
る
、
と
い
う
も
の
を
作
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
そ
こ
で
今
年
の
夏
期
合
同
練
習
会
で
は
、
計
画
か
ら

皆
さ
ん
に
加
わ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
参
加
不
参
会
を

問
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
行
事
計
画
が
で
き
る
武
道
団

体
、
と
い
う
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
形
成
す
る
取
り
組
み
を
考

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
計
画
づ
く
り
と
言
い
ま
し
て
も
難
し

い
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
漠
然
と
し

た
言
葉
や
イ
メ
ー
ジ
を
出
す
こ
と
や
思
う
が
大
事
で
す
。
そ
れ

ら
が
集
ま
っ
て
組
織
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
ま
す
。
で
は
早
速

私
か
ら
、
課
題
を
三
つ
み
な
さ
ん
に
投
げ
か
け
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
 

他
武
道
参
戦
実
行
委
員
長
に
就
い
て
 
瀧
井

 

 

 
本
年
度
の
他
武
道
参
戦
実
行
委
員
長
の
瀧
井
で
す
。
 

他
武
道
参
戦
の
行
事
も
回
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
惰
性
に
な
る

こ
と
な
く
各
個
人
が
目
的
を
持
ち
参
戦
す
る
こ
と
を
今
年
度
の

目
標
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
勝
ち
負
け
関
係
な
く
、
今
学
ん

で
い
る
こ
と
を
少
し
で
も
生
か
せ
る
か
と
か
、
対
戦
し
た
時
の

 

・
４
級
審
査
合
格

 

 
 
 
 
２
月
８
日
（
世
田
谷
道
場
）
成
田
浩
昭
殿

 

・
５
級
審
査
合
格

 

 
 
 
 
２
月
１
４
日
（
城
北
道
場
）
鈴
木
琉
加
殿

 

・
三
級
審
査
合
格

 

 
 
 
 
２
月
１
４
日
（
城
北
道
場
）
鈴
木
隆
行
殿

 

・
三
級
審
査
合
格

 

 
 
 
 
２
月
１
５
日
（
三
鷹
道
場
）
小
林
 
淳
殿

 

・
４
級
審
査
合
格

 

 
 
 
 
３
月
 
４
日
（
本
部
道
場
）
大
崎
博
子
殿

 

・
５
級
審
査
合
格

 

 
 
 
 
３
月
２
４
日
（
上
野
道
場
）
林
 
晃
一
殿

 

平
成
２
７
年
度
三
行
事
実
行
委
員
長

 

※
合
同
練
習
会
・
合
同
研
修
会
（
夏
期
合
宿
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
笠
置
博
史
師
範

 

※
他
武
道
参
戦
 
 
 
 
 
 
瀧
井
 
正
師
範

 

※
第
９
回
護
身
武
道
演
武
会
 
中
武
 
寛
師
範

 

連
盟
委
員
長
の
退
任
に
伴
う
選
任

 

 
・
審
判
委
員
長
 
 
 
 
 
平
戸
俊
一
師
範

 

 
（
任
期
 
Ｈ
２
７
・
４
／
１
～
Ｈ
２
８
・
３
／
３
１
）
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石
川
商
店
（
お
肉
屋
さ
ん
）
 

台
東
区
入
谷
１
の
９
の
３
（
初
代
会
長
の
お
店
）
 

 
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

３
８
７
３)

４
７
２
０
 

和
菓
子
処
 
八
千
代
堂
 

本
 
 

店
 
合
羽
橋
通
り
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

3
8
4
1)

3
4
4
1
 

千
束
店
 
 

千
束
通
り
入
口
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

3
8
7
2)

1
7
0
5
 

有
）
油
屋
商
事
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
住
宅
設
備
）
 

ひ
た
ち
な
か
市
笹
野
町
 

 
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

０
２
ー
９
２
７
４
ー
８
８
８
７)

 

瀧
井
商
店
（
す
だ
れ
）
 

台
東
区
東
上
野
６
丁
目
・
・
会
長
の
お
店
 

 

 
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

 
３
８
３
１)

０
８
４
４
 

（有
）
カ
サ
ギ
電
気
工
業
（
電
気
工
事
、
設
計
）
 

世
田
谷
区
祖
師
谷
２
の
９
の
２
６
 

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
本
部
道
場
の
大
関
で
す
。
 

2

0

1

5

年

2

月

8

日
に
行
わ
れ
た
第

2

3

回
台
東
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
交
流
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す

が
、
非
常
に
大
き
な
会
場

1

0

0

0

名
を
超
え
る
客
席
が
あ
り
、
す

ば
ら
し
い
場
所
で
大
変
有
名
な
公
会
堂
で
す
。
我
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
護
身

武
道
連
盟
（
護
身
武
道
小
林
会
）
は
２
番
目
の
登
場
で
し
た
。
瀧
井
先
生

は
大
会
副
委
員
長
で
、
瀧
井
先
生
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
会
場
に
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
少
々
の
緊
張
と
、
集
中
力
を
高
め
て
始
ま
り
ま
し
た
。
１
級
第

一
の
型
、
第
二
の
型
か
ら
始
ま
り
、
大
崎
さ
ん
、
笠
置
先
生
、
の
単
独
演

武
、
竹
下
指
導
員
＆
小
林
さ
ん
の
１
０
人
掛
か
り
中
武
先
生
＆
私
の
短

刀
取
り
と
八
寸
ひ
し
ぎ
、
最
後
は
舘
長
の
気
合
わ
せ
連
続
１
９
本
ま
で
、

最
初
か
ら
最
後
ま
で
大
変
熱
の
こ
も
っ
た
演
武
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
終

了
後
は
、
客
席
よ
り
大
き
な
拍
手
を
沢
山
頂
き
、
大
成
功
で
あ
っ
た
と

感
じ
ま
し
た
。
リ
ハ
ー
サ
ル
も
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
本
番
は
そ
の
何
倍

も
の
集
中
力
で
、
舞
台
は
立
っ
て
い
る
だ
け
で
熱
く
な
り
ま
し
た
。

我
々
は
色
々
な
場
所
で
も
演
武
や
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ク
エ
ア
等
、
行
っ
て

き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
成
果
も
充
分
に
発
揮
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
ま
し
た
。
や
は
り
、
護
身
武
道
に
お
け
る
道
場
訓
に
も
あ
り
ま
す

よ
う
に
「
常
に
謙
虚
に
練
習
に
励
み
」
が
そ
れ
を
成
し
遂
げ
る
の
で
は

な
い
か
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
 

 

最
後
の
お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
瀧
井
先
生
が
ク
ジ
を
担
当
さ
れ
、
期
待

し
て
い
ま
し
た
が
残
念
な
が
ら
ハ
ズ
レ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
大
変
良
い

経
験
を
し
た
大
会
と
な
っ
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
 

2

月

8

日
に
無
事
に
台
東
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
交
流
大
会

(

浅
草
公
会
堂)

で
の
演
武
が
終
了
し
ま
し
た
。
演
武
さ
れ
た
舘

長
を
は
じ
め
、
各
師
範
先
生
、
有
志
の
方
々
お
疲
れ
様
で
し
た
。

今
回
の
催
し
物
は
、
2

年
に
一
度
の
台
東
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
交
流
大
会
の
文
化
事
業
と
し
て
浅
草
公
会
堂
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
行
事
に
裏
方
の
実
行
委
員
と
し
て
参
加

す
る
こ
と
と
な
り
、
上
野
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
参
加
団
体
要

請
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
護
身
武
道
も
大
き
な
舞
台
で
演

武
を
し
、
よ
り
多
く
の
人
達
に
知
っ
て
も
ら
う
に
は
良
い
機

会
と
思
い
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。
参
加
団
体
の
中
最
少
人
数

の
舞
台
で
し
た
が
、
舘
長
に
よ
る
演
武
構
成
に
よ
り
護
身
武

道
の
特
色
が
出
た
演
武
で
し
た
。
当
日
は
、
裏
方
で
し
た
が
自

分
も
参
加
し
て
い
る
よ
う
な
感
覚
で
し
た
。
舞
台
で
の
最
後

の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
袖
で
見
て
い
ま
し
た
が
、
参
加
の
皆
さ
ん
の

緊
張
が
今
迄
な
い
ほ
ど
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
本
番
で
は
観
客
の
人
達
に
護
身
武
道
を
強
く
ア
ピ
ー

ル
で
き
た
素
晴
ら
し
い
演
武
だ
と
思
い
ま
し
た
。
 

 
区
で
の
反
省
会
で
も
各
団
体
の
特
色
が
で
た
交
流
大
会
で

成
功
で
し
た
と
〆
ら
れ
ま
し
た
。
次
回
参
加
で
き
る
の
は
、
2

年
に

1

回
と
い
う
開
催
と
参
加
団
体
の
数
に
よ
り

8

年
か
ら

１
０
年
後
と
な
り
ま
す
が
、
ま
た
機
会
あ
れ
ば
参
加
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

参
加
さ
れ
た
舘
長
、
笠
置
先
生
、
中
武
先
生
、
大
関
先
生
、
三
鷹

道
場
の
竹
下
さ
ん
、
小
林
さ
ん
、
本
部
道
場
の
大
崎
さ
ん
、
そ

し
て
記
録
を
取
り
な
が
ら
応
援
に
こ
ら
れ
た
城
北
道
場
鈴
木

さ
ん
、
本
部
道
場
の
高
橋
さ
ん
、
み
な
さ
ん
ほ
ん
と
う
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 
瀧
井

 

 

台
東
区

 

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
大
会

 

 
 
大
会
副
実
行
委
員
長
 
 
瀧
井
師
範

 

日
時
 
平
成
２
７
年
２
月
８
日
（
日
）
 

 
 
 
１
１
時
３
０
分
開
場

 

 
 
 
１
２
時
０
０
分
開
演

 

場
所
 
台
東
区
浅
草
１
・
３
８
・
６
 

 

 
 
 
台
東
区
立
浅
草
公
会
堂

 

※
上
野
小
地
区
代
表
（
護
身
武
道
・
小
林
会
）
 

 
 
 
参
加
者
 
７
名

 

 
舘
長
、
笠
置
師
範
、
 

 
中
武
師
範
、
大
関
師
範

 

 
竹
下
弐
段
、
小
林
助
手
補

 

 
大
崎
助
手
補

 

 

 
代
表
者
：
瀧
井
正
師
範

 

 
控
室
：
２
階
第
１
楽
屋
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地
下
リ
ハ
ー
サ
ル
時
間

 

 
 
１
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：
１
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～
１
０
：
３
０

 

◇

リ
ハ
ー
サ
ル
時
間

 

 
 
１
０
：
５
０

 

 
 
 
 
 
 
～
１
１
：
０
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◇
出
演
時
間
（
本
番
）
 

 
１
２
：
３
８

 

 
 
 
 
 
 
～
１
２
：
５
１

 

護
身
武
道
 
演
武
 

 

１
 
型
（
一
級
第
一
の
型
、
第
二
の
型
、
蹴
り
の
型
）
 

２
・
１
 

単
独
器
物
法
演
武

 

 

 
杖
の
演
武

 
大
崎
助
手
補

 

２
・
２
 

単
独
器
物
法
演
武

 

３
 
１
０
人
掛
か
り

 

 

 

竹
下
弐
段

 

 

 
小
林
助
手
補

 

 

⑦
後
ろ
組
み
付
き
迎
え

 

 

 

 

 
逆
技
か
ら
膝
十
字
極
め

 

 

 

４
・

1

 

凶
器
対
応
技
 
 
短
刀
と
り

 

 
 
 
 
 
中
武
師
範

 
 
大
関
師
範

 

４
・
２
 
折
り
た
た
み

傘
逆
技
 

 

 
 
 
 
 

 

５

 
護
身
武
道
気
合
せ
 
１
６
本
 
 
 

護
身
武
道

 

気
合
せ
１
６
本

 

プ
ラ
ス
３
本

 

逆
手
首
迎
え

 

大
関
師
範
⑰

 

笠
置
師
範
⑱

 

中
武
師
範
⑲

 

⑭
両
手
首
横
迎
え
・
気
合
せ
投
げ
（
大
関
師
範
）
 

⑮
両
手
首
仕
掛
け
・
気
合
せ
投
げ
（
中
武
師
範
）
 

⑯
二
人
横
迎
え
・
気
合
せ
投
げ

 

 
 
 
 
 
 
 
（
小
林
助
手
補
、
大
崎
助
手
補
）
 

 
 
 
 
 

 

①
両
手
首
縦
迎
え
・
気
合
せ
投
げ
（
笠
置
師
範
）
 

②
逆
手
首
縦
迎
え
（
背
越
投
げ
）
 
（
大
関
師
範
）
 

③
逆
手
首
縦
迎
え
・
気
合
せ
投
げ
（
中
武
師
範
）
 

④
順
手
首
縦
迎
え
（
腕
か
ら
み
投
げ
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
（
竹
下
弐
段
）
 

⑤
順
手
首
縦
迎
え
・
気
合
せ
投
げ

 

 
 
 
 
 
 
 
（
大
崎
助
手
補
）
 

⑥
双
手
首
縦
迎
え
・
気
合
せ
投
げ

 

 
 
 
 
 
 
 
（
小
林
助
手
補
）
 

⑦
二
人
縦
迎
え
・
気
合
せ
投
げ

 

 
 
 
（
笠
置
師
範
・
竹
下
弐
段
）
 

 
 
 
 
 

 

⑧
逆
手
首
横
迎
え
（
四
方
投
げ
）
（
大
関
師
範
）
 

⑨
逆
手
首
横
迎
え
・
気
合
せ
投
げ
（
笠
置
師
範
）
 

⑩
順
手
首
横
迎
え
・
気
合
せ
投
げ
（
竹
下
弐
段
）
 

⑪
双
手
首
横
迎
え
（
小
手
か
ら
み
返
し
）
（
中
武
師
範
）
 

⑫
双
手
首
横
迎
え
・
気
合
せ
投
げ
（
小
林
助
手
補
）
 

⑬
両
手
首
横
迎
え
込
み
迎
え

 

 
 
 
 
 
 (

三
里
引
き
投
げ
）
（
大
崎
助
手
補
）
 

 
 
 
 
 

 

2

月

8

日
、
浅
草
公
会
堂
の
大
き
な
舞
台
に
立
つ
と
い
う
機

会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

 

今
回
、
私
は
一
人
で
杖
の
演
武
を
す
る
と
い
う
大
役
で
し
た
。

こ
の
杖
の
演
武
は
昨
年
の
秋
の
サ
ー
ク
ル
フ
ェ
ス
タ
の
時
か

ら
練
習
し
て
き
た
演
武
で
し
た
が
、
こ
の
サ
ー
ク
ル
フ
ェ
ス
タ

の
時
は

2

0

人
ほ
ど
の
お
客
様
を
見
た
瞬
間
、
緊
張
し
て
し

ま
い
、
見
事
な
ま
で
に
頭
が
真
っ
白
に
な
り
、
5

秒
程
止
ま
り
、

演
武
が
全
く
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
に
悔
し
い
思
い
を
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
何
度
も
練
習
を
繰
り
返
し
、
今
年

1

月
の

演
武
会
な
ど
場
の
数
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
浅

草
公
会
堂
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
大
会
当
日
、
幕
が
上
が
り
ま
し
た
。

全
員
の
型
が
終
わ
っ
た
後
は
、
私
の
番
で
す
。
 

サ
ー
ク
ル
フ
ェ
ス
タ
の
時
は
「
上
手
く
や
ら
な
く
て
は
」
と
余
分

に
力
が
入
っ
て
失
敗
し
て
し
ま
っ
た
反
省
が
あ
り
、
今
回
は
「
上

手
く
や
ら
な
く
て
も
い
い
。
自
然
で
い
こ
う
。
」
と
自
分
に
言
い

聞
か
せ
、
無
我
夢
中
で
演
武
を
し
ま
し
た
。
 

あ
の
失
敗
と
悔
し
さ
が
あ
り
、
今
回
浅
草
公
会
堂
の
大
き
な
舞

台
で
納
得
の
で
き
る
演
武
が
で
き
、
本
当
に
晴
れ
晴
れ
し
い
気

持
ち
に
な
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
失
敗
を
し
な
が
ら
、
護
身

武
道
を
日
々
学
ん
で
い
き
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
 
大
崎

 

 ダ
ブ
ル
ヌ
ン
チ
ャ
ク
の
演
武

 

笠
置
師
範

 

浅
草
公
会
堂
舞
台
に
出
て
 

 

地
道
に
渉
外
活
動
を
行
っ
た
瀧
井
先
生
の
お
陰
に
よ
り
、
大
き

な
舞
台
を
お
膳
立
し
て
頂
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
し
ま
す
。

演
武
や
型
な
ど
の
表
現
に
拘
る
大
切
さ
と
難
し
さ
を
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。
ま
た
暫
く
忘
れ
か
け
た
大
事
な
思
い
が
蘇
っ
て

く
る
よ
う
な
感
覚
も
あ
り
ま
し
た
。
特
に
型
や
単
独
演
武
な
ど

は
自
己
陶
酔
し
易
い
も
の
な
の
で
、
人
に
見
せ
る
、
見
ら
れ
る

楽
し
さ
を
二
の
次
に
し
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
ら

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
 

採
点
を
競
う
も
の
で
は
な
い
と
は
い
え
、

大
衆
の
表
情
や
拍
手
の
数
、
ま
た
歓
声
が
会
場
の
評
価
に
な
っ

て
い
る
よ
う
な
空
気
が
場
の
支
配
を
し
て
い
た
の
で
、
緊
張
は

隠
し
き
れ
な
い
も
の
で
し
た
。
よ
く
場
の
チ
カ
ラ
と
は
言
い
ま

す
が
、
場
に
力
な
ど
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
大
勢
が
集
ま
る
視

線
が
、
力
の
渦
を
つ
く
る
の
だ
と
実
感
し
ま
す
。
そ
う
し
た
こ

と
を
意
識
し
て
し
ま
う
と
、
自
身
の
護
身
武
道
人
生
は
、
わ
ず

か

6

0

秒
弱
で
吞
み
込
ま
れ
て
い
く
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
、

よ
け
い
圧
迫
す
る
も
の
で
し
た
。
舞
台
上
で
は
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
を
一
人
占
め
し
て
い
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
右
脳
と
、
大

そ
う
ピ
ン
チ
な
場
面
に
立
た
さ
れ
て
い
る
と
こ
と
を
認
め
さ

せ
よ
う
と
す
る
左
脳
が
、
自
分
を
無
理
や

 

り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
た
よ
う
に
思
い

 

ま
す
。
仲
間
と
迎
え
た
わ
ず
か

1

5

分
と

 

い
う
長
さ
や
、
共
に
奮
起
で
き
た
喜
び
を

 

共
有
し
た
事
に
誇
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。
 

当
日
観
客
で
見
に
来
て
下
さ
っ
た
高
橋
さ

 

ん
と
鈴
木
さ
ん
に
率
直
な
感
想
を
冷
静
に

 

聞
き
、
参
考
に
す
る
こ
と
が
次
へ
の
段
階

 

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

多
く
の
時
間
を
か
け
進
化
し
、
気
合
せ
等
に
至
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

発
表
の
良
い
機
会
を
あ
た
え
ら
れ
、
一
同
持
て
る
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。

本日は、護身武道の技を紹介することが出来ましたことを、心よりお礼申し上げます。我々は、これからも、

価値ある武道として地域社会に貢献しますことをお誓い申し上げます。ありがとうございました。 
⑩
後
ろ
衿
も
ち
迎
え
 
逆
技
か
ら
腕
十
字
極
め

 

 

2

月

8

日
（
日
）
浅
草
公
会
堂
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
台
東
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
交
流
大
会
で
、
護
身
武
道
小
林
会
の
演
武
披
露
を
し
ま
し
た
。

浅
草
公
会
堂
と
い
う
大
舞
台
で
の
演
武
会
で
す
。
今
思
い
出
し
て
も
緊

張
で
汗
が
出
て
き
そ
う
で
す
。
後
日
、
映
像
を
観
ま
し
た
が
皆
そ
れ
ぞ

れ
に
護
身
武
道
小
林
会
の
特
色
が
出
て
い
て
、
と
て
も
良
い
演
武
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
1

5

分
間
の
出
来
事
で
し
た
が
、
技
の
構
成
も
素
晴

ら
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
舘
長
の
堂
々
と
し
た
振
る
舞
い
に
、
素
晴

ら
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
私
の
演
武
は
、
ま
だ
ま
だ
努
力
が
足
り
な
い

な
と
感
じ
ま
し
た
。
反
省
し
て
こ
れ
か
ら
の
練
習
に
活
か
そ
う
と
思
い

ま
す
。
演
武
発
表
会
関
係
者
の
皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。
 

中
武

 

派
遣
事
業

 




